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Time-DependentProblems 戸 田 盛 和 (致育大)

格子夜勤の時間を含む問題の中で ,不純物が Brown運動に似た運動をす

るという問題は先きの ｢不完全結晶｣の研究会において一応完審したように

みえるoLかしこれも具縁的な応用などに関していつ再燃するかも知れない

閉篭であるo

イオン 格 子 の 電 場に対する susceptibility は ,分極Pの相関
ー --･一

<P(i) P ( 0 ) > を削 ､て表わされるが ,武野は twp-timeグ リーン

函数を 弔 い て こ の 問 題 を孜った｡

一次 元 格 子 の e n e r g y ･flow の問題は ,-個の不純物がある場合を与太 ,

泊村 ,滝 沢 が 厳 密 に 扱 っ て 来たが ,拍相は2個 ,3個の不純率がある場合に

拡張し た . 熱 伝 導 を 扱 う に は anhar血)n･icな力を考えなければな らないと

思われるが , 斉 藤 は こ れ を 考 慮する頗扱いを東制振観の理論に求める試み を

述べ た O こ れ に 娼 適 し て 熱 膨 張を厳密に扱うことが望まれて い る .

一つの不純物によって格子振動の波が敵乱される様子を諸 べ 九 は ,覆 劫 の

スペク トルに対する知識も得られる筈であるが ,-竃即 ま波数空 蘭 で a'〒 一 定

の面が,ギ曲している～般の場合を扱ったO.これは未完成であった が , 散 乱 波

の方法と薗有値問題とを絹係づける方向として格子振動を厳密に扱う の は 他

の方面にも役立つであろう｡散乱波を伝達行列で扱う朝日 ･堀の扱いも 散 乱

を局在振劫という Time｣ndependent な問題に調達させるものであるが ,

同時紅塵点の異なる方法を持ち込むときは注意しな.Uれ ばな らないことが示

されたB

また ,最終日の discussionで出た講であるが ,-鍔元の完全格子で ,

energy flo滋のある定常状態は-,境界条件ともてある量が虚数値を取るこ

とによって表わされる｡ 堀の指摘したこの事実は更に∵般化されることが望

ましいO

-5 58-

｣■



振動子系の力学過程

格子寅劫は特殊な振動子系であるから ,更に一般的な羨教子系の取扱いも

望まれるO小寺 ･戸田は Wfen占rの Brownianpathx(i,α)を用いて振

動子を扱い ,一番簡単な場合とし.て磁場に垂直な常磁性の磁子の運動を扱え

ば簡潔に Anderson一々抱iss の式が得られることを示した｡ 非線型項を含

む更に複雑な運動に対しても Wiener 流の取扱いを拡張することができるO

これ らの問題を見てもわかるが ,時間を含む間蔀の多くは出発したばかり

セあるoharmonic尭系の energyflow と熱伝導との粥孫 ,あるいはこ

の系の recurrenceの間選などは ,研究者の哲学も入り込むが ,統計力学

的項象を更に力学的に追及するのもこの研究会の課題の一つであろうO

不規則外力を受ける振子の遅効

戸 田 盛 和 (東京教育大学)

小 寺 武 康 ( ク )

この研究会で研究対象の大部分は harmoniccrystalであった｡ もち

ろん我々の研究会はこれだけを研究するのではないが ,これが大きな主題に

なっているのほ ,それだけの理由があると思われる｡

harmoniccrysta王はあまり即物的ではない｡その点では完全流体と似

ているとはいえないだろうかO完全流路の力学はいろいろの点で物理に大き

な位置を占めている｡ しかし,近似としては完全流体の示す性質が実鮭の流

体に認められることはある虹しても ,決して即物的とはいえないだろうO渦

の保存とかダランベールの背理とか ,実醇には遠い定理が完全流体か ら導か

れるcLかし背理は背理として (実は背理ではないが)大きな価値がある｡

物理学はこのような対象も除外してほならないと思うB背理も思考の大きな

よりどころとなり得る｡

むしろ我々は具象的ではあっても ,実鮭の勧賞や現象にはあまり密着しな

い研究対象を考える人蘭の能力を軽視してほならないと監うのであるO直接
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